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概説
 今日の市場で競合するために、迅速なサービス、改善された機能、コスト効果のあるソリューション
などの顧客の新たな要求に適応できるように、事業体は変化しなければなりません。顧客の要求は
事業体に対し、柔軟でアジャイルになるというプレッシャーを生み出します。DevOpsとは、IT価値の
創造において、迅速かつ継続的なリリースと不断の改善を可能にするために、アジャイル開発、アジ
ャイルインフラ及び柔軟な運用というの基本的な考え方を結合したものです。　
 それには、歴史的に動的かつ分離された機能であったソフトウェア開発と運用との間のコミュニケ
ーションの橋渡しをすること、そしてソフト開発のライフサイクルをサポートする全ての機能に対して
アジャイルの原則の適用することが必要とされます。DevOps導入の成功は、人材、文化、プロセス、
ツール及び方法論の結合によってもたらされ、これにより事業体のリスクとコストが削減され、ビジ
ネスのスピードに合わせて技術を変化させる事が可能になり、全体の品質が改善されます。ITの効
率性を改善するためITの実務担当者は、DevOpsの活動をリードしていますが、その最終的なゴール
は市場の要求に適合させるためにビジネスの効率性を改善することです。IT組織もDevOpsの採用
により便益を得られますが、最も重要な推進の原動力はビジネス成果への便益（生産性、収益性、市
場占有率、競争力及びイノベーション）であるべきです。

An ISACA DevOps Series White Paper
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イントロダクション
　ソフトウェア開発とIT運用は伝統的に「分離した機能」とされてきました。その結果、事業
体は数多くの困難を経験してきました。DevOpsは、IT価値の創造における迅速かつ継続
的なリリースと不断の改善を可能にするために、アジャイル開発、アジャイルインフラ及び柔
軟な運用という考え方を結合したものです。DevOpsの考え方とソリューションは、迅速性
そのものと事業サイドからの要求と合致させながら進めるインプリメンテーションのスピー
ドアップによる便益、そして同時に、故障・中断のリスクを軽減した耐障害性の高いオペレ
ーションによる便益を獲得することを可能にします。一方、事業体はDevOpsの導入に先立
ち、DevOps固有の成功要因と固有の課題を理解する必要があります。シームレスなDevOps
の適用を成功裡に実現させるには、先ず、ガバナンス、リスク管理、セキュリティ、コンプライ
アンスそして保証型監査への考察を含めた戦略を策定する必要があります。
　この文書は、「ISACA DevOps白書シリーズ」中の概論となる構成要素であり、成功する
DevOps戦略の策定と導入を解説するものです。DevOps概説は、このシリーズの基盤を構
成し、DevOpsの活動の歴史、DevOpsアプローチについてのハイレベルな記述、その成功
要因、便益と課題、及びDevOpsの事業体へのインパクトを述べています。また、この概説を
DevOpsのリスク及びガバナンス、セキュリティ要件、コンプライアンス及び保証型監査への考
察に焦点を当てた詳細文書シリーズで補完していきます。
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DEVOPSの取組
　Development（開発）とOperation（運用）、略してDevOps
はツールでもなくプロセスや方法論でもありません。DevOps
は、開発部門と運用部門との間の分断をなくすことで、ソフトウ
ェア開発を効率化させ、そしてIT運用と保守を容易にするため
のアイデアを集めたものから始まり、これからもそうであり続け
るものです。用語としてのDevOpsは、機能不全や欠陥のあるツ
ールやプロセスに対するITグループの欲求不満によって触発さ
れた取組を指しています。これらの欲求不満を抱くIT実務担当
者たちは、ソフトウェア開発と運用はより効率的かつ苦痛の少
ないものであり得るし、そうであるべきだというピジョンを共有
しました。
　DevOpsは、アジャイルソフトウェア開発の取組の考え方
の上に構築されました。アジャイルソフトウェア開発の取組
は、2001年にManifesto for Agile Software Development1

という書籍の刊行と共にスタートしています。2008年にカナダ
のトロント市で開催された「アジャイル2008 カンファレンス」で
Patrick DeboisとAndrew Shaferは「アジャイル・インフラスト
ラクチュア」というコンセプトを紹介し、ほぼ同じ時期にMarcel 
Wegermanは開発とシステム管理の橋渡しを推進する手助けと
なる「アジャイル-シスアド」メーリングリストをヨーロッパでス
タートさせました2。DevOpsのきっかけとなったのは、Velocity 
2009 カンファレンスでJohn Allspawが行なった”一日に10件以
上の本番移行: DevとOpsの協力“と題したプレゼンテーション
でした。これが、Patrick Deboisを触発し、その年の後半による
ベルギーのヘント市（Ghent）での2日間のカンファレンス3の開
催につながりました。DevOpsの勢いは続き、2011年3月にはガ
ートナーのリサーチVPであるCameron Haightは「2015年まで
に、DevOpsは大規模クラウドプロバイダーが採用するニッチ
戦略から”グローバル2000 organizations”の20%が採用する主
要戦略に進化するだろう」4と述べました。

　DevOpsが成熟するにつれ、「開発」と「運用」という既存の
単語を統合したオリジナルの定義は狭くまた不正確なものにな
りました。DevOpsは開発者及びIT運用担当者を超え、そのソ
フト開発のライフサイクルも、ガバナンス、品質保証、テスト、セ
キュリティ及びリリース管理といった他の多くの機能や主要な関
与者を、包含することになりました。DevOpsとはリスクとコスト
を削減し、ビジネスのスピードに合わせてテクノロジーを変化さ
せ、全体の品質を改善するための関係者，文化、プロセス、ツー
ルそして方法論の結合体といえます。
　このDevOpsの取組の一つの特質は、それが他の実務担当者
を援助するために始められたということと、マーケティング及び
DevOpsが流行語となるのはずっと後で、それはこの取組の支持
者たちの間でアイデアを共有することへの熱狂と意欲が広く行
き渡ってからです。DevOpsの実践をサポートするために開発さ
れたツールの多くは、より優れた望ましい結果に役立つベストプ
ラクティスを共有する支持者たちのコミュニティにより創られた
ものです。
　DevOpsコミュニティにより開発されたツール、実務技法の
品質と利便性は、IBMやHPなどの大規模ベンダーの関心を得
て、DevOpsそのものが世界の企業から注目される提案になり
ました。

1  Beck, K.; et al.; “Manifesto for Agile Software Development,” 2001, www.agilemanifesto.org/

2  Willis, John; “The Convergence of DevOps,” IT Revolution Press, 2014, www.itrevolution.com/the-convergence-of-devops/

3  Ibid.

4  Beal, Helen; “DevOps:  The Past, the Present and the Future—Part One,” MidVision, 15 November 2012, www.midvision.com/resources-blog/bid/275507/DevOps-The-Past-

The-Present-and-the-Future-Part-One
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アジャイルの影響力
　Gene Kimによれば、DevOpsは、いくつかの場合におい
て、組み立てラインを流れる製品が、生産プラントの中を移
動する部品ほどには、可視的でないという違いがあるが、
製造業が経験した品質管理の取組（例．リーン生産方式、
トヨタ方式、カンバン、TQC）に似ているという。5,6

　アジャイルの取組が公式にスタートする2001年に先行し
て、このコンセプトは数10年にわたってIT専門家達にはな
じみ深いものでした。リーン開発は多重的ソフト開発手法
のひとつとして1980年代からあった。このアジャイル手法
では、無駄の排除、円滑なワークフローの生成及びソフト
開発における品質に対する社員のオーナーシップを期待す
る為に、リーン生産理論の使用を推奨していました。7

 他のアジャイル手法には、アジャイル・モデリング、ASD（
適用的ソフト開発）、カンバン、スクラム・ミーティングそ
してXP（エクストリーム・プログラミング）などがありま
す。StreamStep社の創設者 Clyde Logueは、「アジャイ
ルは開発に対するビジネスの信頼を回復することに役立っ
た、しかしIT運用は意図されずに取り残された。DevOpsは
全体としてビジネスにおけるIT組織全体への信頼を取り戻
す方法である。」8という言葉で結論付けました。
　DevOpsの実務担当者は、開発とIT運用の間のコラボレ
ーションとコミュニケーションを同時に改善しないで、アジ
ャイル開発を適用することの悪影響について警鐘を鳴らし
ています。DevOpsの主要なゴールの一つはアプリケーショ
ンの運用と管理を容易にすることですが、システムの本番リ
リースの回数と頻度が増加してくると、開発と運用間のコラ
ボレーションやコミュニケーションの不足により、増加した
変更をサポートするオペレーションが準備されずに無駄な
結果に終わってしまいこのゴールを台無しにしてしまうこと
があります。
　図1で示すように、効率性、一貫性、品質そして持続可能
性の向上のために、開発と運用を超えてソフト開発のライ
フサイクルをサポートする全ての機能を取り込むことの重要
性がDevOpsでは認識されています。

図1—DevOpsは、ソフトウェア開発ライフサイクル
　　　（SDLC）を支援する全機能を包含する

　ITセキュリティとコンプライアンスの要件は設計及び開発フェ
ーズの一部であるべきです。これは、QA（品質保証）とテスト作
業のテコ入れを行うこと、そして、プログラムが本番移行される
とすぐに、その導入がコンプライアンスに適合していることを保
証するためです。セキュリティとコンプライアンスをライフサイク
ルの後半フェーズで組込もうとすることは、通常、コストと失敗
リスクの上昇を招きます。この理由から、図1にはDevOpsがカ
バーすべき一つのエリアとしてセキュリティを含めています。

5  Behr, Kevin; Gene Kim; George Spafford; The Visible Ops Handbook:  Implementing ITIL in 4 Practical and Auditable Steps, Information Technology Process Institute (ITPI), USA, 15 June 2005

6  Kim, Gene; Kevin Behr; George Spafford; The Phoenix Project:  A Novel About IT DevOps, and Helping Your Business Win, IT Revolution Press, USA, 2013

7  Freedman, Rick; “Four Variants of Agile Development Methods,” TechRepublic, 26 May 2010, www.techrepublic.com/blog/tech-decision-maker/four-variants-of-agile-development-methods/

8  Kim, Gene; “Top 11 Things You Need to Know About DevOps,” IT Revolution Press and HDI, www.thinkhdi.com/~/media/HDICorp/Files/White-Papers/whtppr-1112-devops-kim.pdf
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DEVOPSと新しい技術の共生
　D ev O p sと台頭する新技 術は共 生的な関 係にありま
す。DevOpsは事業体がクラウド、仮想化、モバイルそしてビッグ
データのようなトレンドをマネジメントすることを手助けします。
同時に、これらのトレンドはDevOpsの最重要イネーブラー(可
能ならしめるもの、訳者注)でもあります。DevOpsの取組は、あ
るツィート（ハッシュタグ #devops）から始まりました。このツィ
ートは、類似の課題を経験し、相互に支援する新たなツールの
実験と創造のために、既存のコミュニケーション及びコラボレ

DEVOPSのアプローチ
　DevOpsは、大きなプロジェクト群をより小さな成果物に分
割し、多数の導入を実施します。これは設計から導入及び運用
を、より容易にマネジメントできるようにするものです。反復す
る頻繁な導入は、一つのグループから次へと切れ目なく推移さ
せたり、最大の効果を上げたりするように調整することができ、
混乱のリスクを最小化して、それらの導入を本番稼動に持ち込
むまで繰り返します。小規模な導入は、開発プロセスに沿って
デバグすることがこれまでよりも容易であり、運用に入ってから
後でも安定です。

ーションツールを意欲的に活用しようとしていた専門家達から
寄せられた回答でした。クラウドコンピューティングと仮想化技
術は、DevOpsがビジネスニーズに応えるために必要としている
迅速性、柔軟性、拡張性をもたらします。これは、グローバルマ
ーケットに展開するためにインターネットコミュニケーションを
活用したり、戦略的マーケティングキャンペーンのためにビッグ
データを分析したりするようなアプリケーションに特に有用で
す。

図2ーDevOpsのアプローチとウォーターフォールアプローチの比較

ウォーターフォールアプローチ DevOpsアプローチ

　DevOpsは、ソフト開発ライフサイクルの全て；要求定義、
開発、テスト、品質保証及び導入を包含します。しかしなが
ら、各工程の最後で次に引継ぎを行う代わりに、定期的とい
うよりむしろ継続的にコラボレーション及びコミュニケート
するチーム形式を提唱しています。図2では古典的なウォー
ターフォール型の開発アプローチとDevOpsのアプローチを
対比しています。
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9 Caum, Carl; “Continuous Delivery vs. Continuous Deployment:  What’s the Diff?,” Puppet Labs, 28 August 2013, www.puppetlabs.com/blog/continuous-delivery-vs-

continuous-deployment-whats-diff

　コラボレーションとコミュニケーションに加え、DevOpsはソフトウェ
ア開発サイクル全体にわたって、人的エラーを削減し効率性を向上させ
るために、可能な限り多くのタスクを自動化することを推奨しています。
反復的なタスクと繰り返し可能なプロセスは、時間と労力を削減及び品
質とアウトプットの一貫性を向上させるために、自動化することが可能で
す。DevOpsの長期的ビジョンは、図3に示すような、継続的なデリバリ
ーができることを可能とする効率性と自動化のレベルを達成することで
す。

　Puppet LabsのCarl Caumは、継続的なデ
リバリーとは「本番と同様な環境にすべての変
更を提供すること、及び、業務アプリケーショ
ン及びサービス機能が厳格な自動化されたテス
トを通じて期待されたものであることを保証す
ることによって、ソフトウェアが迅速かつ安全に
本番導入されることを可能とするように設計さ
れた一連の実践活動」9であると定義していま
す。また、大多数のセキュリティ関連の要求事
項は、QA（品質保証）とテスト用に設計された
ものと同じ一連の手順でテストできます。ライフ
サイクル全体の自動化における例外事項には、
ビジネスプロセスもしくは規制へのコンプライ
アンス要求が含まれます。これらは導入プロセ
スに特有のものであり、これらのプロセスは人
間の手によって行わなければならないと定めら
れています。
　継続的なデリバリーは時間、労力そして
組織上の変更を必要とする野心的な目標で
す。DevOpsの採用は革新的かつ持続可能な
ものであるべきです。DevOpsはプロジェクトを
「小さな成果物」に分割することを推奨してお
り、DevOpsの採用も管理可能なステップに分
割されるべきです。

図3ー継続的デリバリーのパイプラインアプローチ

出展  Data from Shimel, Alan; Steve Wilson; Where the World Meets DevOps 
[webcast], https://www.youtube.com/watch?v=JNiejyGrIko
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成功要因
　DevOpsの導入においては、かなりの組織的な変更を必要と
することがあります。なぜならその成功は、文化、人材、プロセ
ス及びツールに依存するためです。成功裏にDevOpsを採用し
潜在的な便益を実現するために、これらの要素のすべては連携
して機能しなければなりません。以下は重要成功要因の一部で
す。

コラボレーション　DevOpsはIT以外の分野を横断したコラボ
レーションを促します。DevOpsは、顧客に近い組織、例えば、
営業、マーケティング、生産及びカスタマーサービスからのイン
プットを歓迎します。非常に異なる分野の強みを結合させる事
により、DevOpsは事業体が市場の変化を察知しそれに反応す
るためのより強力な能力を保有することを可能にします。また、
インターネット、クラウドコンピューティングそしてコラボレーシ
ョンツールは、チームメンバーが地理的に離れていてもコラボレ
ーションすることを手助けします。

クラウドと仮想化　これらの技術が成熟しユビキタスなもの
になるに連れて、DevOpsへの関心もまた高まっています。セ
ルフサービス、開発とテストのための迅速なシステムの準備は
DevOpsを可能にする基盤の一部です。数十年にわたり、ITの
専門家は、ITの遂行能力を改善するためにツール及び方法論を
研究してきました、しかし彼らには、仮想化とクラウドが提供す
る迅速性と柔軟性が欠けていました。RightScale社が2014年
に1,000以上の企業を対象にして行った調査によると、クラウド
志向の事業体の68％以上がクラウドリソースに対するセルフサ
ービスアクセスを組織内に提供しており、71%が1時間以内にク
ラウドインスタンスを設定できる状態になっています。10

自 動 化 　 コントロール をしていないという仮 定に 反し
て、DevOpsは、反復可能なプロセスに繋げるための厳密さと規
律を必要としています。プロセスが反復可能となった後、それら
は時間の節約と人的エラーを削減するために、自動化が可能に
なります。更に、自動化はタスクの並行化, 例えば品質保証また
はテストの為のスクリプトを走らせながらセキュリティテストを
実行することによって、プロセスの合理化を支援します。

バージョン管理　DevOps環境では、バージョン管理と文書化
が重要です。システム変更が行われる前に、チームは、誰が、い
つ、何を、そして何故ということを文書化しなければなりません。
この活動は透明性を確保し、チームメンバー間の信頼を構築
し、そして、迅速な障害復旧を支援します。

構成管理  この種のツールはDevOpsにおいて重要な役割を果
たします。何故ならば、チームが、本番移行とサーバーとアプリ
ケーション構成を標準化し自動化することを、それが可能とする
からです。

文化  DevOpsは、コミュニケーション、コラボレーション、信頼、
透明性、説明責任、規律、横断的研修、そして共通の目標に向
かうことを土台として成長します。

10 “2014 State of the Cloud Report,” RightScale, 2014, www.rightscale.com/lp/2014-state-of-the-cloud-report
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DEVOPSを採用する理由
　今日の市場で競争してゆくためには、事業体は変化し、よ
り迅速なサービス、改善された機能、コスト効果のあるソリュ
ーションという、新たな顧客の要求に適応してゆかなければ
なりません。モバイル機器を利用するオンラインバンキング・
システムからゲームに至るまで、顧客はより良い機能を求め、
そして、それが迅速であることを求めています。顧客の要求は
事業体に対し、柔軟かつ迅速になれという圧力を生み出す
ことになります。とは言え、迅速化とは、新たな特色あるもの
を迅速に発表する能力だけではなく、変化をいち早く検知し
より多くの便益を生み出すために計算された手法で対処す
る能力でもあります。最初に市場に参加することは重要です
が、適切な特色あるものを持続可能な方法で提供できる状
態で最初に市場に参加することこそが、競合に勝ち残りリー
ダーの位置を維持するためには必須です。
　2013年、Puppet Labsは「IT組織は、緊急のビジネスニー
ズにより迅速に対応することを期待され、それと同時に、安
定していて、セキュアであり、そして予測可能なサービスを提
供することを期待されている。」11と述べました。これへの反
応は困難なものになる可能性があります。なぜなら、信頼性
と安定性を提供するために、多くのIT組織は、堅牢なシステ
ムとそれをサポートする厳格な手法の導入に時間と資源を投
資してきたためです。幾つかのケースでは、その時点でビジネ
スが必要としていた安定性のために、柔軟性を犠牲にしなけ
ればなりませんでした。しかし、そのビジネスニーズは変化し
ました、そしてITにもそのビジネスのスピードで運用するため
の新しい能力の採用、開発が必要とされます。

　DevOpsは、諸基準と実践手法（例:アジャイル、ITIL、 
COBIT、 ITSM） で実現された便益を捨てることなく、 IT 組
織が迅速で信頼されるようになることを支援することができ
ます。2012年に開催されたVMWorldにおける協力型DevOps
に関するプレゼンテーションで IBM の Bala Rajaraman と 
Pratik Gupta は、新たなビジネス要求（図4）12に適合させるた
めに、DevOps を不可欠なITソリューションとするための4つの
ドライバーについて述べました。DevOpsのニーズを加速化させ
るドライバーは同時に、DevOpsを可能にするコアのイネーブラ
ーでもあります。

11  Puppet Labs, “2013 State of DevOps Report,” 2013, www.puppetlabs.com/wp-content/uploads/2013/03/2013-state-of-devops-report.pdf

12  Ganesan, Branavan; “Continuous Delivery and DevOps Anyone?,” IBM, 28 August 2012, www-304.ibm.com/connections/blogs/59c1123b-0353-458e-a719-b002d84108d5/entry/continuous_

delivery_and_devops_anyone26?lang=en_us

図4ーDevOpsのニーズを加速させるドライバー／
　　イネーブラー

 International  Business Machines Corporationn社の好意により抜粋, 
©2012 International Machines Corporation
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ビジネス遂行能力における便益 
　ITの効率を改善するためIT実務担当者はDevOpsの取組
における指導的役割を担っていますが、その最終的なゴール
は市場の需要に適合させるためにビジネスの効率を改善す
ることです。IT部門もDevOpsの採用により便益を得ること
が出来ますが、最も重要なドライバー(推進の原動力)はビジ
ネス遂行能力（生産性、収益性、市場シェア、競争優位及び
イノベーション）であるべきです。DevOpsによるビジネス遂
行能力に対する便益には以下のものが含まれます。

市場対応時間の短縮　事業体はDevOpsの利用により顧客
の需要や市場のシフトに、より短時間で適合できるようにな
ります。これらの便益は、多くの事業体において競争上の優
位、顧客ロイヤリティの向上及び収益の改善に転換されま
す。

投資回収（ＲＯＩ）の早期化　顧客ニーズを先読みし、新た
な適応能力を適時な方法で利用に供することは、事業体の
投資の早期回収と継続的開発にかかるコストの相殺を支援
します。

高い遂行能力　DevOpsを導入した多くの事業体は遂
行能力の高まりを経験しています。これは、ビジネスに
欠く事のできないアプリケーションをサービス停止する
ことなく本番導入できる能力に特徴づけられています。 
(DevOpsの利用から便益を引き出した最も著名な企業
は、Google、Amazon、Twitter及びEtsyです。) Amazonは一
日に1,000案件以上の本番導入を成功率99.999%で実現でき
る能力を持っていると報じています。顧客ニーズに対応して
継続的な変化を持続するための、この能力によってAmazon
は最も重要な業界リーダーの一社と位置付けられました。13

品質の向上　DevOpsの実行は、開発提供の規模、速度に
制限されるものではありません。品質管理は、失敗及びビジ
ネスの中断のリスクを軽減するために不可欠なものです。よ
り小規模の成果物はデバッグとテストもより容易であるはず
です。

顧客満足　複数分野の要員によるチームを活用して顧客ニーズ
を理解することは、開発及び運用がより顧客を身近に捉えるこ
とを支援し、要件の収集、及び、その後にニーズに合ったプロダ
クトまたはサービスを効率的な方法で提供することを支援しま
す。

ITの無駄の削減　DevOpsを活用することによって、最終的に
は、例えばバージョン管理、継続的デリバリー及び標準プロセ
スのようなことが自動化されるため、リードタイムの長期化、計
画外の作業や調整不足のままの本番導入に起因する無駄は著
しく削減されます。本番導入の成功率が高いことは、IT部門が
質の悪い開発ソフトウェアに起因する混乱に注ぐ時間が不要と
なり、これも無駄の削減であると言えます。

サプライヤー、ビジネス・パートナーの遂行能力の改善 サプライ
ヤー関係管理は、サプライチェーンの健全性には不可欠です。
高品質のソフトウェアとタイムリーな変更はサプライヤーとの関
係及びコラボレーションを改善する事を支援できます。

人的要因　DevOpsは、人的要因による脅威の低減に寄与する
ことが出来ます。開発と運用はかなりの部分で人間による入力
を必要としており、これらはインシデントを生み出し得る、偶発
的もしくは故意の行動の対象となっています。

13  Kim, Gene; “Top 11 Things You Need to Know About DevOps,” IT Revolution Press and HDI, www.thinkhdi.com/~/media/HDICorp/Files/White-Papers/whtppr-1112-devops-kim.pdf
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14 Bianca, Audra; “What Do Silos Mean in Business Culture?,” azcentral, www.yourbusiness.azcentral.com/silos-mean-business-culture-3448.html

重要課題
新しい方法論や技術における2つの最も大きな重要課題
は、誤解と未知なものへの恐怖です。DevOpsは、しばしば
アジャイルの別名として解釈されたり、混沌を受け入れ伝統
的プロセスから脱却する方法論と解釈されたリします。ソフ
トウェア開発のライフサイクル全体のコントロールを失うこ
とへの恐怖、または仕事を失うことへの恐怖が、DevOps採
用の回避または遅延という決定することに影響を与え得ま
す。DevOpsの採用を遅らせる最も一般的な重要課題は以下
のものです。

誤解 　一部の人々は、DevOpsという言葉は、無秩序を意
味するもの及びフレームワーク及びプロセスからの脱却を意
味するものと考えています。そのフレームワークやプロセスと
は、リリース管理、品質テストもしくは職務の分離というよう
なものです。実際には、DevOpsの原則は、規則や標準を壊
してそれらから解放されることを推奨しているのではなく、む
しろ革新や試行に必要な柔軟性を与える部分を作成するこ
とを推奨しています。

法令遵守とセキュリティ DevOpsは法令遵守やコンプライア
ンスに配慮していないという意見があります。これらがビジネ
スの要求に含まれている場合は、DevOpsのプロセスに組込
むことが可能です。

自動化に必要なもの　自動化のためには、一貫性、反復性そ
して完成度を実現するための標準プロセスが必要です。特定
の事業体における自動化のレベルは、DevOps活動をサポー
トしているプロセス群の成熟度に依存します。

スキル  ある仕事を行う能力があることは、ある実務担当者
が何か持続的なもの作りだすスキルを保有していることを保
証してはいません。多くの事業体は、メンテナンス不可能な
ITソリューションを導入してきました。これらのソリューション
は、固有の課題を処理するためのユニークなスクリプトを書
いたり、ユニークなツールを作り出したりして、善意の実務家
が作り出したものでした。標準に準拠しないプロセスとツー
ルはITの無駄に繋がる可能性があります。DevOpsの実行に
は持続可能な方法で仕事が出来ると認定されたチームメン
バーが必要となります。

文化　DevOpsには、継続的なプロセスの改善と実験のため
の柔軟性と、プロセス及び指示に従う規律を必要とします。
またDevOpsには、喜んで協働し、知識を共有し、そして責任
を引き受ける個人を必要とします。事業体における文化の転
換は、ITをビジネスのイネーブラーとして受け入れることから
始めるべきです。

恐怖　ITスペシャリスト（開発担当、品質保証担当、テスト担
当及びIT運用担当）は、配置転換の恐怖から変化に抵抗す
るかも知れません。ビジネス部門は、DevOpsがどのように手
助けとなり得るかが理解できないことから変化に抵抗するか
もしれません。

タテ割り思考　あるチームまたは部門が共通のタスクを分担
し、しかし、そのグループから権限と地位を取り上げる場合
に、タテ割り思考が起き得ます。そうなると他のグループと共
にリソースやアイデアを共有しようとしなかったり、何かを改
善するような示唆を歓迎しなくなったりします。タテ割り思考
のビジネス文化を持つチームや部門内でのコラボレーション
は、その部門のメンバーに便益をもたらさない限り限定的な
ものでしょう。加えて、タテ割り思考のメンバーは似通った考
えを持つ傾向があります。14
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15 Syx, Sandy; “Accelerating Innovation by Adopting a Pace-layered Application Strategy,” doozer Software, 11 November 2011, www.doozer.com/developer-exchange/entry/

accelerating-innovation-by-adopting-a-pace-layered-application-strategy

インパクト
　DevOpsは、事業体における、文化、手続、ビジネス及びテ
クノロジーの変化に影響を与えます。

マネジメントの賛同の必要性 
　マネジメントの賛同と保証はどのようなプロジェクトでも重
要であり、その事業体の複数部分に転換をせまる可能性が
あるプロジェクトにとっては、特に重要です。便益が最大化さ
れるのは、期待されるゴールに到達するために必要とされる
全ての活動に対してマネジメントが支援と方向性を示す時で
す。

戦略の必要性
　Dev Opsの採用を準備している事業体は、その戦略
を、DevOpsの適用によって期待される便益の達成に必要と
なる、活動、役割、責任及び方針を盛り込むように、改定する
ことが必要です。

　戦略を持つことは重要です。しかし、DevOpsが既存のガ
バナンスモデルに適合しない可能性に注意することが重要で
す。なぜなら、アジャイルであるためには、ソフトウェァ開発を
ビジネスのスピードで実行できるようにするため、幾つかのプ
ロセス及び標準をカスタマイズする必要性があるかもしれな
いからです。

　Gartner Inc. の研究者は、アプリケーション管理の新たな
戦略を開発しました。この戦略は、ビジネスとITの間の機能不
全の関係に対応するものです。ビジネスはその必要性にすぐ
に答えを求めます。なぜなら、その事業体の生き残りは、競合
する事業体が対応する以前に顧客のニーズに適合することが
できるかどうかに依存しているからです。ITは遂行能力と信頼
性を改善するために、標準化されたプロセスとシステムを構
築しようと努力します。なぜなら、事業体の生き残りが、最小
の混乱で運用できることに依存するためです。アプリケーショ
ン・レイヤーの戦略は、事業体の両面（ビジネスとIT、訳注）
の支援を意図するもので、それぞれの側面の目標、及び、アプ
リケーションのそれぞれ異なるレイヤーに対する固有で異な
る方針に適合させるためです。15

　この戦略は一見すると、アプリケーションを3つのグループ（
図5参照）：記録システム、差別化システム、及び革新システム
に分割しています。第3のグループは、革新をもたらすために一
層の変化を必要とするのでDevOpsが最大のインパクトを与え
得るものです。最初のグループ、記録システムは、小規模な変更
と充分に計画かつ調整された継続期間を必要とするため、CO-
BIT、ITILもしくはITSMのようなフレームワークが大きな影響を
与えます。あるアプリケーションをどのグループに入れるかを決
定する方法は、ビジネスサイドの関係者が描くビジネスの個別
の部分に関する彼らのビジョンに耳を傾け、支援するアプリケ
ーションを特定することです。

　DevOps導入に相応しい候補はどのアプリケーションかを理
解することが最初のステップであり、次のステップは実現性の
ある目標を設定するためにガバナンスモデルを適用することで
す。

図5ーガートナーのペース・レイヤリング・アプローチ

出展：  Adapted from Spafford, George; Haight, Cameron; Use the Pace-
layered Application Strategy to Guide Your DevOps Strategy, Gartner, 
USA, 2012, https://www.gartner.com/doc/2216515/use-pacelayered-

application-strategy-guide
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新しいチーム構造と共通目標の必要性
　DevOpsチームの全メンバーは、各機能がビジネスを可能
とするために存在している事を理解すべきであり、従って、ビ
ジネス目標が全員の原動力であるべきです。

新たな測定指標もしくはKPI（重要業績評
価指標）の必要性
　組織がDevOpsによって要件を満たしているかどうか、便
益を得ているか否かを示す最良の方法の一つは、測定指標
もしくはKPIによって遂行能力を測定することです。改善を立
証するための重要な尺度には以下のものがあります。16

　・　本番導入の頻度
　・　本番導入のスピード
　・　本番導入の成功率
　・　本番導入が失敗した後にいかに迅速にサービスを
　　　復旧させたか
　・　文化—ビジネス側のユーザ、システム管理者、開発
　　　担当者にとって、幸せであると感じている時間

16  Earnshaw, Aliza; “5 KPIs That Make the Case for DevOps,” Puppet Labs, 19 July 2013, www.puppetlabs.com/blog/5-kpis-that-make-the-case-for-devops

各機能責任の相互理解の必要性

　事業体の各機能はそれぞれ、異なる責任を負っています。
　・　開発担当は、新たなビジネスニーズをサポートする新たな
　　　機能の追加に責任を負います。
　・　運用担当は、ビジネスプロセスが効率的に回ることを可能
　　　にするようシステムの安定性と迅速性を確保する責任を負
　　　います。
　・　品質管理担当は、ソフトウェアエラーによるビジネスの混
　　　乱を最小化するためバグの無いソフトウェアの提供に責任
　　　を負います。
　・　セキュリティ担当は、ビジネスの混乱及び障害を最小化す
　　　るため、及び、コンプライアンス遵守のために、アプリケー
　　　ションが組織内外のポリシー及び規制要求に適合してい
　　　ることを保証することに対して責任を負います。

　これらのグループに対する共通点はビジネスニーズであり、こ
れは顧客ニーズに由来します。しかし、各グループは、各グループ
のゴールは異なっており、他のグループのそれとは相互に排他的
であると信じているかもしれません。DevOpsは、事業体の各機
能の最終的なゴールは、ビジネスが顧客の期待に適合しているこ
とを確実にすることであることを明確化し、取組みを統合しようと
するものです。
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DEVOPSビジョン
DevOpsビジョンとは、ビジネスが戦略的なゴールと顧客ニーズに適
合することを可能とするために、安定的、セキュアかつ持続可能なソ
リューションの提供に責任を持つひとつもしくは多くの多能チームを
作り上げることです。（図6 参照）

図6ーDevOpsビジョン

出展:  Data from Shimel, Alan; Steve Wilson; Where the World Meets DevOps 
[webcast], https://www.youtube.com/watch?v=JNiejyGrIko

チームワークを育む文化の必要性　
DevOpsチームを成功させるのための最も重要な文化的要因は以下
のものです。
　・　信頼　　
　・　透明性
　・　説明責任
　・　コミュニケーション
　・　相互に認め合うこと
　・　同僚から学ぶ能力
　・　チームメンバーを育成する能力
　・　文化的な自覚

新たなスキルの必要性
以下のスキルがDevOpsの成功には必要です。
・コーディングとスクリプト記述
・コミュニケーション（口頭及び文書）
・開発を理解しているIT運用担当
・プロジェクト管理及びタイムマネジメント
・プロセス改善スキル
・特定のツールについての熟練

新たなプロセスもしくは既存プロセスの改
善の必要性
DevOpsは以下のプロセスまたは改善を必要とします。
　・プロセスの標準化と自動化
　・バージョン管理
　・リリース管理
　・構成管理
　・クロストレーニングとジョブローテーション
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結論
　今日の市場で競争してゆくために、事業体は変化し、顧客が求
める、迅速なサービス、改善された機能、コスト効果のあるソリュ
ーション等の新たな要求に適応してゆかなければなりません。こ
れらは事業体に対し、柔軟で迅速にならなければならないとい
うプレッシャーを与えます。DevOpsは、IT価値の創造活動にお
ける素早くかつ継続的なリリースと実行中の改善を可能にするた
めに、アジャイル開発、アジャイル基盤、そして柔軟な運用という
コンセプトを結びつけます。ITの専門家は、IT効率を改善するた
めにDevOpsの取組を先導しています。しかし、その最終ゴールは
市場の要求に合致させるためにビジネス効率を改善することで
す。

　DevOpsには、歴史的に動的かつ分離された機能であるソフト
ウェア開発と運用との間のコミュニケーションの橋渡し、そしてソ
フトウェア開発のライフサイクルをサポートする全ての機能に対
するアジャイルの原則の適用が必要とされます。また、単に開発
担当及びIT運用担当だけを巻き込むのではなく、そのソフトウェ
ア開発のライフサイクルにおいても、ガバナンス、品質保証(QA)、
テスト、セキュリティ及びリリース管理を含む主要な関係者である
多くの他の機能を巻き込みます。

　ソフトウェア開発サイクルに対するDevOpsの取組みは、大規
模プロジェクトを、設計から導入及び運用までに渡って管理がよ
り容易な、より小規模な成果物と複数の本番導入に分割します。
反復的で頻繁な本番導入は、切れ目なくひとつののライフサクク
ルグループから次のグループに移行し、最小化された混乱リスク
で本番システムに到達するまで続けられます。小規模な本番導入
は開発プロセスの進行に沿ったデバッグが容易であり、それらが
運用に入った後に安定化されます。

　DevOpsはソフト開発ライフサイクルの全てのフェーズ：要
件定義、開発、テスト、品質保証及び本番導入を包含します。
しかし、成果物を各フェーズの終了時点で引き渡すのではな
く、各チームは周期的というよりよりむしろ継続的に協働及び
コミュニケーションを行います。また、DevOpsでは、人的エラ
ーを削減し、効率性及びソフトウェア開発サイクルを通じたア
ウトプットの整合性を向上させるために、多くのタスクと反復
的なプロセスを自動化します。最終ゴールは、継続的なデリバ
リー製造過程が可能になり得るレベルの効率性と自動化のレ
ベルを達成することです。

　DevOps導入の成功は、人材、文化、プロセス、ツール及び
方法論の結合によってもたらされ、これにより事業体のリスク
とコストが削減され、ビジネスのスピードを変化させる技術が
可能になり、全体の品質が改善されます。この取組みには、マ
ネジメントの同意が必要です。同意の対象は、ガバナンス、リ
スク管理、セキュリティ、コンプライアンス及び保証への配慮
を含めた戦略、成果を測定する新たな測定指標、そして、組
織の変化です。IT組織も、DevOpsの適用により便益を得ら
れますが、最も重要な原動力はビジネスの遂行能力に対する
便益（生産性、収益性、市場占有率、競争優位と革新）であ
るはずです。

　DevOps Overview（本文書）は、the DevOps Seriesの報
告書の基礎文書として位置づけられるものです。以下の文書
は、DevOpsの戦略とアプローチをから成る特定分野にフォ
ーカスしたシリーズ中の詳細文書です。

•  DevOps Risk and Governance 
•  Security Considerations for DevOps 
•  Assurance Considerations for DevOps


